
第１６７回福島県新型コロナウイルス感染症対策本部員会議 

 

１ 日時 令和４年１２月２８日（水）１６：００～１６：１３ 

２ 場所 危機管理センター災害対策本部会議室（ペーパーレス会議） 

３ 議事 

（１）新型コロナウイルス感染者の状況等について 

（保健福祉部長） 

５ページ、資料１をお願いいたします。 

【資料１】 

昨日（２７日）の新規陽性者数は、２，７０３人です。 

新規陽性者は、先週の同じ曜日を下回る日が続いておりますが、３千人を超える日があ

るなど、引き続き、厳しい状況が続いております。 

なお、今月の月別の新規陽性者数の合計は、昨日現在で６８，４８５人となり、これま

での最多となりました。 

次に、４ページ。 

２７日現在の療養者の状況です。 

確保病床の入院者は、４０２人です。このうち、重症者が１人となっております。なお、

確保病床外に入院している方も含めた入院者数は４９８人です。 

宿泊療養施設入所者数は、３１６人となっております。 

次に、６ページ 

人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数は、８９６．３８人。 

約１ヶ月ぶりに９００人を下回りましたが、引き続き、高い水準で推移しております。 

次に、８ページ 

確保病床の使用率は、５２．５％。 

  先月２２日から１ヶ月以上連続して５０％を超えております。 

次に、１１ページ 

「重症者用の病床使用率」が、２．２％、 

発熱外来患者の状況を示す「一週間の医療機関報告新規陽性者数」が、１３，０９５人 

 となっております。 

「保健医療の負荷の状況」、「社会経済活動の状況」、「感染の状況」、これらを総合的に勘

案すると「レベル２」と考えておりますが、医療への負荷は非常に大きな状況が続いてい



ます。 

次に、１３ページ、資料３をお願いいたします。 

【資料３】 

年末年始の医療提供体制についてですが、今年度は、第８波による感染が高止まりする

中で年末年始を迎えることから、医療提供体制の負荷が更に高まることが懸念されており

ます。 

そのため、「相談体制」については、必要な情報にたどり着きやすくし、より多くの相談

に対応出来るよう、ＡＩヘルプデスクを本日から導入するなど、ホームページを充実し、

電話だけに頼らない相談体制を構築しております。 

また、「検査体制」につきましては、重症化リスクが低く軽症の方に対するセルフチェッ

ク体制や、無症状の方への無料検査体制を強化し、外来診療への負荷低減に取り組んでお

ります。 

さらに、「外来診療体制」については、年末年始の期間に診療・検査を行う医療機関を拡

充し、一日平均４，０００人の患者に対応できる体制を確保いたしました。 

また、「入院受入体制」については、各医療機関の御協力により、入院受入の対応ができ

る医療機関を、昨年度と同程度まで確保したところであります。 

なお、「福島県医療ひっ迫警報」発出中のため、医療への負荷を減らす取り組みをさらに

呼び掛けてまいります。 

（２）新型コロナワクチンの接種状況等について 

 （病院局長） 

１６ページ、資料４をお願いします。 

【資料４】 

１２月２６日時点の接種実績については記載のとおりです。 

このうちオミクロン株対応ワクチンの接種回数につきましては、 

累計で７５２，４８２回、全人口に対する接種率は４０．９％となっております。これは、

全国における接種率３４．５％を６．４ポイント上回っております。 

次のページをお願いします。 

感染の拡大が続いております。御自身や大切な方を感染から守り、医療機関の負担を軽

減するため、年末までにオミクロン株対応ワクチンや小児用ワクチン等の接種ができなか

った方につきましては、来月以降、速やかな接種をお願いいたします。 

 



（金光教授） 

県内は毎日３，０００人前後の陽性者数が出ております。 

少しだけ減少傾向にあるということでありますが、その減少率は極めて小さいと判断し

ております。そのため病床利用率は依然高いままであるということです。 

さらに年末年始、いろんなイベントがございます。 

やはり一つのリスクはマスクを外す飲食時だと思います。 

マスクを外しておりますので、（人と人との）距離を相当取る、あるいは換気を十分にす

ることがどうしても必要になります。 

是非、年末年始に人が多く集まったときは、どなたでも結構ですので３０分に１回は必

ず換気をする、寒くていろいろと大変ですが、ぜひ窓を開けていただきたいと思います。 

また、もう一つは、いつも言いますが、発熱や咽頭痛といった症状があるときは人との

接触は避けざるを得ません。 

もしそういう症状が出た場合に６５歳以上の方、あるいはリスクのある方、基礎疾患が

ある方は、受診を是非していただきたいと思いますが、それ以外の症状が軽い方となりま

すと、薬局でも検査キットが買えます。 

また、先ほど来御説明ありましたが、検査キット配布センターがございますので、そこ

で無料でお配りをしています。 

また、帰省される方、旅行前の方のために福島駅、郡山駅、いわき駅で検査を無料で行っ

ていますので、こういったものを総合的に複合的に使っていくことも重要と考えておりま

す。  

（知事） 

全国では、新規陽性者数が前の週の同じ曜日を上回る日が続き、２０万人を超える日が

あるなど、感染の拡大が続いています。 

県内の新規陽性者数は、１６日に「福島県医療ひっ迫警報」を発出して以降、前の週の同

じ曜日を下回っていますが、今週も３千人前後で推移しており、高止まりの状況が続いて

います。 

新規陽性者数が非常に多い状況が続いていることで、外来診療や入院を必要とする方、

症状が悪化する方や介護を必要とする方も依然として多く、医療現場の負担は非常に大き

くなっています。 

また、濃厚接触者や陽性者となる医療従事者の増加により、外来や病棟のスタッフが不

足をしているほか、院内クラスターも多数発生するなど、医療機関の対応力も低下してい



ます。 

こうした中、救急車の受入困難事案が各地で発生し、一般医療への影響も生じているな

ど、医療提供体制は極めて厳しい状況が続いています。 

このため、本日、福島県医師会、福島県病院協会から、直接、現在の医療現場が直面して

いる状況についてお話を伺いました。 

皆様からは、年末年始の医療提供体制の構築など、総力をあげて取り組んでいる中、感

染者数が極めて高い水準が続いており、救急など一般医療に重大な影響が生じ、救える命

が脅かされている現状についてお話がありました。あわせて、人流が活発になる年末年始

に向かうことで、更に医療がひっ迫するのではないかという強い懸念が示されました。 

これらを踏まえ、本日、県医師会長、県病院協会長との三者による共同メッセージを発

出し、県民の皆様に向けて、基本的な感染対策の徹底などについて、呼び掛けを行ったと

ころであります。 

共同メッセージでも呼び掛けていますが、県民の皆様には、「福島県医療ひっ迫警報」で

お願いしている次の二点について、引き続き御理解と御協力をお願いします。 

一点目は、「医療機関の負荷を減らす」ための取組です。 

外来診療への集中を防ぐため、発熱等の症状が現れた場合には、検査キットを活用して、

積極的なセルフチェックを行ってください。 

また、緊急性の高い症状の方や重症の方の命を守るため、救急外来や救急車の適正利用

をお願いします。 

さらに、体調不良に備えて、抗原定性検査キットや解熱鎮痛薬等の事前購入をお願いし

ます。 

二点目は「感染者を減らす」ための取組です。 

まず、オミクロン株対応ワクチンの速やかな接種をお願いします。 

次に、症状がある方と接触した方や症状がある方の同居家族の方は、御自身に症状がな

くても、慎重な行動をとってください。 

また、大人数、長時間の会食への参加は感染リスクが高まりますので、御自身はもとよ

り、御家族の体調なども含めて、慎重な判断をお願いします。 

本日発表の新規陽性者数により、月別の感染者数が過去最多となりました。昨年の１２

月と比べて、桁違いに感染者が多い状況です。 

昨年は、年明けから感染が拡大しており、同様に推移すると、医療への負荷は更に厳し

い状況となります。このため、年末年始の最大限の警戒をお願いします。 



まず、これからの時期は、雪による転倒や餅を喉に詰まらせるなど、救急搬送の事例も

多くなります。医療提供体制が極めて厳しい状況の中では、救急搬送や医療機関の受診が

更に難しくなります。 

このため、悪天候時や混雑する場所への外出は、慎重に判断するとともに、感染を広げ

ないよう、大切な人と会う前には事前に検査を実施するなどの御協力をお願いします。 

次に、帰省に伴う人の移動の増加、普段会わない人や大人数での会食など、普段とは異

なる行動が多くなり、感染リスクが高まります。 

県民の皆様お一人お一人が、「うつさない！」「うつらない！」という強い危機意識を持

って、感染対策を徹底していただくようお願いします。 

先ほどもお話ししたとおり、県内は、感染者の高止まりにより、医療提供体制が極めて

厳しい状況の中で年末年始を迎えます。 

こうした中で、県民の皆様の命と健康を守るため、年末年始も引き続き、感染症対策や

医療現場で献身的に御尽力いただいている医療関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 

県民の皆様が安心して穏やかに新年を迎えるためにも、感染対策の徹底や医療機関等の

適正利用により、医療提供体制の負荷を減らすことが重要です。 

医療を守ることは、御自身や大切な方の命と健康を守ることにつながりますので、引き

続き、県民の皆様、事業者の皆様の御理解、御協力をよろしくお願します。  

 

                                   


